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事業目的

  市民が安心して子どもを生み育て、子育てに喜びを感じることができる社会環境を形成し、子育
てを地域全体で支援する地域力の創出に寄与することを目的とします。

【事業・施設運営の基本理念】
１　港南区における、地域による子育て支援の拠点施設としての運営
２　子どもの視点に立ち、すべての就学前児童及びその養育者、並びに子育てに関する支援活動
を行う者に開かれた運営
３　子どもと家庭を支援する各種の行政等機関・地域等との連携を図る運営
４　利用者の意見、子育てをめぐる社会情勢、市民ニーズの変化に柔軟に対応できる運営
５　子ども及びその養育者の育ちを支援するとともに、養育者自身が事業の担い手として関わるこ
とができる視点に立った運営
６　地域の人と人とのつながりを広げ、地域ぐるみの子育て支援を目指す運営

事業の内容

１　乳幼児の遊びと育ちの場及びその養育者の交流の場の提供（親子の居場所事業）
２　子育てに関する相談及び関係機関との連携に関すること（子育て相談事業）
３　子育てに関する情報の収集及び提供に関すること（情報収集・提供事業）
４　子育てに関する支援活動を行う者同士の連携に関すること（支援者ネットワーク事業）
５　子育てに関する支援活動を行う者の育成、支援に関すること（人材育成、活動支援事業）
６　地域の住民同士で子どもを預け、預かる支え合いの促進に関すること
　　（横浜子育てサポートシステム区支部事務局運営事業）
７　子育て家庭のニーズに応じた施設・事業等の利用の支援に関すること（利用者支援事業）

事業の評価
実施方法及び
評価結果の
公表方法

１　今年度の取組状況や利用者アンケート結果等をもとに、協働契約書中の役割分担表の項目に
     沿っ て設定した、今年度の達成目標のうち、当該年度に特に重点的に取り組む達成目標で
     ある「重点目標」について、以下の通り、相互振り返りを踏まえた取組成果と課題を公表しま
す。
２　今年度の取組状況や成果、課題を踏まえ、次年度の重点目標を公表します。

港南区地域子育て支援拠点事業
令和７年度重点目標評価結果・令和８年度重点目標

事業実施期間 令和７年４月１日～令和８年３月31日（５年度目／５か年度）

事業の実施者
特定非営利活動法人ちゅーりっぷ

港南区こども家庭支援課
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令和８年度
重点目標

①妊娠期からの切れ目ない支援を目指し,多様な子育て家庭が家庭の状況やニーズに応じて、
安心して子育てができる居場所体制を推進する。

②地域の関係機関・団体との連携をより一層深め、情報共有や協力体制を強化することで、家庭
を地域全体で支えるネットワークの充実・発展を図る。

取組内容

①取り組み内容
★妊娠期から地域の拠点やひろばを知り、出産後安心して居場所利用につながる体制を整える。
★妊娠期から拠点と関わる機会を増やし、子育ての不安や困りごとの早期把握に努める。
★多様な子育て家庭の生活課題を把握し、区や関係機関と情報共有、改善策について検討す
る。
★出産後からの子育て期において子育て家庭と継続的な関わりを持ち、区内全体で相談しやす
い体制を構築する。

②取り組み内容
★区内子育て支援関係機関のネットワークの連携を継続・強化する。
★自治会・町内会等の地域組織と連携して、子育て家庭が地域の担い手につながる取り組みを行
う。
★拠点がHUB(ハブ)となり、各事業や関係機関・地域資源をつなぐ調整役を担う。
★新たな地域資源の把握と活用を進め、子育て支援のネットワークの拡大や子育て家庭の選択
肢を広げる。

取組の成果

①拠点はいつでも安心して過ごせる居場所としての機能を大切にしながら、利用者のニーズ調査の結果か
ら得た取り組みや子どもの成長過程に必要な「子どものあそびや体験」を多く取り入れ運営を行った。0～1
歳は親子の愛着形成につながる体験と、2～5歳児には成長に合わせて、音楽・読みきかせ・造形・自然との
ふれあい等、親子で一緒に体験できる企画を実施した。子育て当事者の仲間づくりについても「おしゃべり
会」と題して様々なテーマや対象を決め、興味のある会に参加してもらい知り合いを増やす取り組みを行っ
た。その後、拠点内で親同士が子どもを見合うといった助け合いも見かけるようになった。父親が来所しやす
いよう企画に工夫をした結果、拠点に父親と子どもだけで訪れる利用が増えた。また父親自ら拠点のボラン
ティアを希望してくれる姿も見られた。

②拠点は港南区子育て連絡会の事務局的役割を担い、会員を増やすための案内や活動がスムーズに運ぶ
よう準備をした。４エリアすべての会議にも足を運び、地域の子育て支援関係者との連携と子育て課題の把
握に務めた。講演会では講演会班の方々の準備が順調に進められるよう、講師の調整・広報紙の印刷・周
知活動・当日の搬入搬出などを担った。今年度はサテライトが開所したことにより、多くの子育て支援関係者
のネットワークをつくることを目標に、様々な関係機関へ出向き顔の見える関係づくりに力を注いだ。子育て
家庭に地域情報を届ける手法としては、拠点の情報提供機能のひとつであるインスタグラムを利用して地域
団体や子育て関係施設の情報をアップして効果をあげることができた。

取組の課題

①拠点は利用者に「利便性がよいから」と訪れてもらうだけでなく、保護者がほっと一息つけ、子育てのため
に必要なことが学べたり、助け合う仲間ができたり、子どもの成長にとってもかけがえのない居場所であると
感じてもらえる運営を目指していく。サテライトは港南区民だけでなく近隣区からの利用も多いので、拠点が
準備する情報や相談の連携先など区を超えた多角的な運営を行っていきたい。

②拠点は、港南区子育て連絡会の事務局的役割を初年度から約20年担ってきた経験を基に、今後も地域
の子育て支援関係者が広くつながり永続的な活動が進んでいくよう、区と協力しながら進めていきたい。ま
た、地区別４エリアの地域課題にも目を向け拠点から地域の子育て支援関係者に直接話をうかがい、地域
について知見を深め、課題があれば解決に向けて一緒に取り組んで行けるようアプローチを行っていきた
い。

令和８年度重点目標

令和７年度重点目標の評価

令和７年度
重点目標

①子どもが健やかに育つために子育て家庭がつながり、親子がかけがえのない時を安心して過ごせる居場
所となるよう運営する。
②地域のネットワークを強化し、多世代がつながることで親子が地域を知り、子育てにやさしいまちづくりを
すすめる。

取組内容

①利用者アンケートを実施し、区内の子育てニーズの調査結果を共有し事業に活かす。
①利用者ニーズを参考に運営を工夫し、親子が楽しく過ごせる居場所となるよう心がける。
②港南区子育て連絡会の事務局的役割を担い、多くの子育て支援関係者がつながれるよう取り組む。
②地域の関係者と協力して、より子育て家庭が地域とつながれるよう連携をしていく。


